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今回の報告では、12月16日から1月16日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美浜発電所の状況

美浜1号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜2号機 運転終了(平成27年4月27日)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

平成27年度ごみの排出量

　今月号は、平成 27 年度に町から出たごみの量をお知らせします。

　平成 27 年度は、可燃ごみと資源ごみは減量しましたが、不燃ごみ ･ 不燃

粗大ごみが増量しました。

　効率的にごみを減らすため、リデュース ( 減らす )･ リユース ( 再使用 )･ リ

サイクル ( 再利用 ) の優先度に基づいて、今後もエコ活動に取り組みましょう。

年度 排出量 前年比

22 2,933ｔ ―

23 2,916ｔ －17ｔ

24 2,906ｔ －10ｔ

25 2,870ｔ －36ｔ

26 2,825ｔ －45ｔ

27 2,790ｔ －35ｔ

2,790 ｔ

■ 過去 5 年間の推移

※前年度と比較すると 35t の
　減量となりました。

可燃ごみ

284 ｔ ※前年度と比較すると 20t の
　増量となりました。

年度 排出量 前年比

22 303ｔ ―

23 269ｔ －34ｔ

24 253ｔ －16ｔ

25 276ｔ ＋23ｔ

26 264ｔ －12ｔ

27 284ｔ ＋20ｔ

■ 過去 5 年間の推移

102 ｔ ※前年度と比較すると 4t の
　減量となりました。

■過去 5 年間の推移

年度 排出量 前年比

22 132ｔ ―

23 125ｔ －7ｔ

24 116ｔ －9ｔ

25 111ｔ ー5ｔ

26 106ｔ －5ｔ

27 102ｔ －4ｔ

資源ごみ (缶･ビン･ペットボトル･白色トレイ)

不燃ごみ ･ 不燃粗大ごみ

↑鍋、スプレー缶、照明器具、工具等の金属類や、茶碗、
　コップ、花瓶等の陶器 ･ ガラス製の不燃ごみ

↑缶やペットボトル等の資源ごみ

↑紙くず、木くず、草木、発砲スチロール、革製品、ゴム、
　ビニール製品、綿製品等の可燃ごみ

　

久
々
子
地
係
に
整
備
を
進
め
て
い
た
美

浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
、
12
月
17
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、

本
格
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、町
が
平
成
25
年
9
月

に
誘
致
を
表
明
し
た
施
設
で
、東
京
電
力

㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓

を
踏
ま
え
て
、原
子
力
災
害
に
お
け
る
緊

急
事
態
対
応
の
支
援
を
目
的
に
、日
本
原

子
力
発
電
㈱
を
実
施
主
体
と
し
て
、電
気

事
業
連
合
会
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
4
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
含
め
、
事
務
所

棟
や
資
機
材
保
管
庫
、
屋
外
訓
練
フ
ィ
ー

ル
ド
等
が
整
備
さ
れ
、
運
営
主
体
の
日
本

原
子
力
発
電
㈱
の
ほ
か
に
、
全
国
の
9
電

力
事
業
者
等
の
社
員
で
構
成
す
る
所
員
21

名
の
う
ち
18
名
が
、
1
班
6
名
の
3
班
体

制
で
24
時
間
出
動
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

平
時
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
時
の

支
援
に
必
要
な
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

資
機
材
を
管
理･

整
備
す
る
と
と
も
に
、

各
事
業
者
の
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
要
員
の
技
能

維
持･

向
上
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
原
子
力
災
害
時
に
は
、
速
や
か
に
発

災
事
業
所
へ
資
機
材･

要
員
を
派
遣
し
、

発
災
事
業
者
と
協
働
し
て
、
高
い
放
射
線

量
の
下
で
の
原
子
力
災
害
対
応
に
あ
た
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援
セ
ン
タ
ー

が
完
成

　

当
セ
ン
タ
ー
に
整
備
さ
れ
る
資
機
材
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

　

屋
内
外
の
情
報
収
集
や
屋
内
障
害
物
除

去
等
を
目
的
と
し
た
作
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

で
、
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
の
画
像
を

確
認
し
な
が
ら
遠
隔
操
作
で
き
ま
す
。
ま

た
、
階
段
を
走
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

障
害
物
を
乗
り
越
え
て
、
現
場
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

グ
リ
ッ
パ
ー

(

つ
か
み
部)

を

有
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
で
は
、
最
大

約
１
０
０
㎏
の

も
の
を
掴つ

か

む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
無
線
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー(

ド
ロ
ー
ン)

　

高
所
か
ら
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た

無
線
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い

て
飛
行
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

自
動
航
行
で
き
ま
す
。

機
体
に
は
可
視
カ
メ
ラ

や
赤
外
線
カ
メ
ラ
、放

射
線
測
定
器
等
、搭
載

す
る
機
器
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
無
線
重
機

　

屋
内
外
の
障
害
物
除
去
、
機
材
運
搬
等

を
目
的
と
し
た
重
機(

バ
ッ
ク
ホ
ウ)

で

す
。
人
が
乗
車
し
て
の
操
作
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
前
方
、

後
方
に
設
置
し
た

作
業
用
カ
メ
ラ
、

高
所
か
ら
全
体
を

見
渡
せ
る
俯ふ

か
ん瞰
カ

メ
ラ
を
用
い
て
の

無
線
操
作
が
で
き

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
住

民
の
安
心
を
得
る
施
設
の
拡
充
が
図
ら
れ

ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け

る
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
町
で
は
、
よ
り
一
層
の
安
全
対
策

の
強
化
を
事
業
者
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

↑美浜原子力緊急事態支援センターの全景
　( 写真提供 : 日本原子力発電㈱ )

ヘリポート 事務所棟 資機材保管庫等

屋外訓練
フィールド

↑障害物を乗り越える遠隔操作ロボット

↑無線ヘリコプター
↑無線で操作し、がれきを撤去する
　重機

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
機
材
を
遠
隔
操
作

す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
車
や
除
染
テ

ン
ト
、
汚
染
防
護
服
等
の
現
地
活
動
用
資

機
材
等
も
整
備
し
て
い
ま
す
。



町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

税　 務　 課

住 民 環 境 課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工 観 光 課

農 林 水 産 課

土 木 建 築 課

生 涯 学 習 課 (なびあす内)
　　　　　　　３２－１２１２
出　 納　 室

議 会 事 務 局

上 下 水 道 課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

美浜創生戦略課　
　　　　　　　３２－６７１５

総　 務    課

企 画 政 策 課  

３２－６７００

３２－６７０１

エネルギー政策課　
　　　　　　　３２－６７１６

教 育 政 策 課 ３２－６７０８

みはまブランド開拓課　　　　
　　　　　　　３２－６７１４

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

はあとぴあ　３２－３１１１

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０
美浜町歴史文化館

３２－００２７ 
給食センター ３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３
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美浜･五木ひろしマラソン
　　　年も町の一大イベント｢美浜・五木ひろしマラソン｣を開催します。
　　　潮の香りを肌で感じ、若狭湾国定公園の海岸線コースを楽しく走ってみませんか。
皆さんのご参加をお待ちしています。

日  時

5月 日（日）14
丹生～佐田間 (日本陸連公認コース･･･20km)コース

今

大会当日の交通規制にご協力をお願います
　大会当日は、次の区間及び集落内を車両全面通行禁止とします。大変ご迷惑おかけしますが、ご協力をお願いします。

(日 時)  5月14日(日) 午前9時30分～午後0時30分 (場 所)  佐田交差点～丹生、北田区内、県道佐田･竹波･敦賀線(縄間)

受　　付：午前7時～8時50分
開 会 式：午前8時45分～9時15分

[申込方法]
　大会ホームページ(インターネット･携帯サイト)、または
大会専用のゆうちょ銀行払込用紙から、パンフレット発送
センターへお申込みください。
※ゆうちょ銀行払込用紙は、2月7日以降にパンフレット　
発送センターへ請求いただくか、町教育政策課へお越しく
ださい。

[受付期間]
郵便振替　　　　2月7日(火)～3月3日(金)

インターネット　2月7日(火)～3月17日(金)

[表彰]
　親子の部を除く各種目の１位～6位を表彰します。
　また、5km･10km参加の夫婦を対象に1位～5位を特別表
彰します。

〈大会のお問い合わせ先〉美浜・五木ひろしマラソン実行委員会事務局(町教育政策課内) ☎ 32‐6709

〈エントリーのお問い合わせ先〉美浜・五木ひろしマラソンパンフレット発送センター(2月7日以降)☎ 03-3714-7924

第
29
回

競技開始：午前9時50分～
表 彰 式：午前11時～午後0時45分

[参加料]  一般(3,000円)／小･中学生･高校生(1,000円)
　　　　　 親子１組(2,000円)

　※五木ひろしさんは、スケジュールのご都合により、本大会は参加いただけません。
　　また、｢五木ひろしふるさとコンサート｣は、今年開催しませんのでご了承ください。

[参加者制限]
　参加者の安全確保のため、次のとおり参加者数に上限を
設けます。申し込みを受理できなかった方には、4月上旬に
通知します。
○1.5㎞親子の部 200組(400人)
○1.5㎞(親子の部除く)の部 200人
○3㎞の部 600人
○5㎞の部 1,000人
○10㎞ 1,000人
○20㎞ 1,000人

[種目]
○1.5㎞の部　親子の部(小学1～4年生)
　　　　　　  小学生男子の部・女子の部(小学5年生以上)
○3㎞の部　   50歳以上男子の部・一般女子の部
　           　   中学生男子の部・中学生女子の部
○5㎞の部   　29歳以下男子の部・30歳代男子の部
　　　　　　  40歳以上男子の部
　　 　　  　  29歳以下女子の部・30歳以上女子の部
○10㎞の部 　一般男子の部・一般女子の部
○20㎞の部 　一般男子の部・一般女子の部

参加者
募集

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

　

福
井
地
方
法
務
局
の
各
登
記
所
で
は
、

不
動
産
登
記(

所
有
権
移
転･

抵
当
権
抹

消
登
記
等)

及
び
商
業･

法
人
登
記(

会

社
設
立･

役
員
変
更
登
記
等)

の
申
請
手

続
に
関
す
る
登
記
相
談
に
つ
い
て
、
待
ち

時
間
が
無
く
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
予
約
制
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
登
記

所
へ
電
話
等
に
よ
り
登
記
相
談
の
予
約
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

法
務
局
の
登
記
相
談
は

法
務
局
の
登
記
相
談
は

法
務
局
の
登
記
相
談
は予

約
制
で
す

予
約
制
で
す

予
約
制
で
す

※
登
記
相
談
予
約
窓
口

　

福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局

　

(

敦
賀
市
松
栄
町
7
︲
28)

　

☎
０
７
７
０
︲
25
︲
０
１
７
４

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的

に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業･

地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入

保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
の
皆
さ
ん
、

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ(h
ttp

://w
w

w
.m

aff .go
.jp

/)

を
ご

　

覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
陸
農
政
局
福
井
支
局

(

福
井
市
日
之
出
3
︲
14
︲
15)

　

   　

☎
０
７
７
６
︲
30
︲
１
６
１
１

福
井
県
の
最
低
賃
金
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

紡
績
業
、
化
学
繊
維
、
織
物
、

　

染
色
整
理
業

･･･

時
間
額 

７
５
６
円(

＋
16
円)

● 
繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
　

 ･･･
時
間
額 

８
２
９
円(

＋
8
円)

● 

電
気
機
械
器
具
製
造
業(

略
称)

　
　

 ･･･

時
間
額 
８
０
６
円(

＋
16
円)

[

平
成
28
年
12
月
24
日
効
力
発
生]

■
特
定
最
低
賃
金

時
間
額 

７
５
４
円(

＋
22
円)

[

平
成
28
年
10
月
1
日
効
力
発
生]

■
最
低
賃
金

● 

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
　

 ･･･

時
間
額 

７
９
９
円(

＋
8
円)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署　
　
　

 

☎
22
︲
０
７
４
５
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　平成 28 年 1 月から 12 月末までの閲覧状況は次のとおりです。

閲覧者氏名
（法人の場合は名称及び
代表者または管理者名）

閲覧事由(利用目的)の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

(一社)福井情報技術協会

代表理事　三上 政幸

｢ボランティア活動に関する県民調査｣

(委託者：福井県総合政策部ふるさと県民局女性

活躍推進課長)

平成28年2月10日
18～79歳の男女

町内一円･50名

(一社)中央調査社

会長　西澤 豊

｢テレビ放送に関するアンケート｣

(委託者：ＮＨＫ営業局管理部)
平成28年5月13日

18歳以上の男女

河原市･20名

㈱ジー･アイ･システム

代表取締役　鈴木 文雄

｢県産品の消費拡大および県内での買い物の促進

に向けたアンケート｣

(委託者：福井県産業労働部産業政策課)

平成28年8月3日
15歳～84歳の男女

町内一円･24名

(一社)福井情報技術協会

代表理事　三上 政幸

｢福井しあわせ元気国体･大会に向けたスポーツ

に関する県民意識調査｣

(委託者：福井県国体推進局大会推進課)

平成28年10月12日
15歳以上の男女

町内一円･26名

㈱インテージリサーチ

代表取締役社長　井上 孝志

｢家庭部門のCO₂排出実態統計調査｣

(委託者：環境省地球環境局総務課低炭素社会推

進室)

平成28年12月15日
20歳～89歳の男女

南市･60名

住民基本台帳法に基づく住民基本台帳の閲覧状況を公表します

※お問い合わせ先　町住民環境課 ( 担当 ･ 北澤 ) ☎ 32‐6703

変更前 変更後 とるべき行動

避難準備情報
避難準備 ･

高齢者等避難開始

●  避難行動要支援者 ( 高齢者や乳幼児、障がい者等、避難に特
  に支援を要する方 ) 等、避難に時間を要する方は避難を開始
  してください。
●  上記以外の方はいつでも避難ができるよう準備してください。
●  身の危険を感じる人は準備してください。

避難勧告
避難勧告
※変更なし

●  避難を開始してください。

避難指示 避難指示 ( 緊急 )
●  避難勧告発令後に避難中の方は、避難を完了してください。
●  まだ避難していない方は、ただちに避難してください。

避難準備情報、避難指示の名称が変わりました

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課防災 ･ 原子力対策室 ( 担当 ･ 久木 ) ☎ 32‐6716

　内閣府 ･ 消防庁は、従来の名称では、発令時にとるべき行動が分かりにくく、

適切な避難行動をとることができない恐れがあることから、以下のとおり避難情

報の名称変更を行いました。

　今後は、新しい名称で情報が発令されるだけでなく、テレビやラジオ等の報道

でも用いられます。発令時には十分注意して、適切な避難行動をとってください。

　平成29年8月から、年金を受給するために必

要な資格期間が、25年から10年に短縮されま

す。資格期間が10年以上あることが確認でき

た方には、自宅に老齢の請求書(黄色)を発送し

ます。

　黄色の請求書が届かない方でも、任意加入の

申し出により期間を加えたり、合算対象期間

を含めて年金を受給できる可能性がありますの

で、自分の資格期間を確認してください。

　黄色の請求書は、平成29年2月下旬～7月

上旬にかけて順次発送します。具体的なスケ

ジュールは、決まり次第お知らせします。

年
金
 

ニ
ュ
ー
ス
 

年
金

ニ
ュ
ー
ス

平成29年8月から
年金を受給するために必要な資格期間(※)が短縮されます

　黄色の請求書が手元に届き次第、町役場にて

必要な各種証明書類の発行を受け、最寄りの年

金事務所等で手続きをしてください。

　年金を受給する権利が発生する日は、平成

29年8月1日となります。

年金請求書の送付時期 手続き方法

(※)資格期間…保険料納付済･免除期間、合算対象期間、厚生年金等の加入期間等

　ご都合にあわせて、スムースに相談でき

る予約相談をご利用ください。

　申し込みは｢ねんきんダイヤル｣へ！

※お申し込み先　
　・ねんきんダイヤル　☎ 0570 － 05 － 1165　・敦賀年金事務所　☎ 0770 － 23 － 9905
※電話での受付時間は、午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分です。( 土 ･ 日 ･ 祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く )

■ 日　時
　 2 月 25 日 ( 土 )　午前 9 時～正午

■ 会　場
 　若狭町歴史文化館 ( 若狭町市場 20‐17)

　▶事例報告
　　①集落みんなで学び、実践するイノシシ ･ サル対策 ( 長野県川島区有害鳥獣対策委員会）
　　②地域住民が一丸となった追い払いによるサル対策 ( 三重県伊賀市阿波地域住民自治協議会 )
　　③ジビエを活用した地域づくり ( 島根県美郷町）

鳥獣被害をみんなで考える研修会

集落で取り組む鳥獣被害対策
～護る、捕る、寄せつけない～

　福井県嶺南地域有害鳥獣対策協議会では、｢ 集落で取り組む鳥獣被害対策～護る、
捕る、寄せつけない～ ｣ と題した研修会を開催します。
　この研修会では、集落での鳥獣被害対策に活かしてもらうため、県内外の先行的
な対策事例を紹介します。

　▶事例報告者全員によるパネルディスカッション
　　コーディネーター：市川哲生 ( ㈱ BO‐GA 取締役 ･ 農学博士 )

※お問い合わせ先　町農林水産課 ( 担当 ･ 中瀨 ) ☎ 32‐6706

■ 内　容

 　若狭町歴史文化館 ( 若狭町市場 20‐17)

　　①集落みんなで学び、実践するイノシシ ･ サル対策 ( 長野県川島区有害鳥獣対策委員会）

参 加

無 料

※事前予約は不要です。


